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研究成果の概要（和文）：可塑性イメージング技術の開発には神経可塑性の分子基盤との関係性を検証する必要
がある。そのため、動物モデルを用い、同様に神経可塑性を誘導する記憶に焦点を当てることに変更した。
記憶の痕跡は分散して全脳の神経回路に刻み込まれる。核磁気共鳴(MRI)技術は全脳を検索できる。記憶の痕跡
を捉える技術は提案されていない。記憶は神経回路構造の微視的な形態を変化させる。MRI技術で微視的形態変
化を捉えることができる。我々はこの技術を利用して、ラットの空間学習後の海馬MRI変化を捉えた。その変化
は長期記憶の成績と相関した。このMRI変化は記憶の痕跡と関係あるかもしれない。

研究成果の概要（英文）：Learning induces consolidation of memory. Remodeling of the anatomical 
architectures in the neuronal circuits occurs during the process of memory consolidation. It is 
called memory traces. Memory traces are embedded in the whole brain. Magnetic resonance imaging 
(MRI) is a technique to estimate microscopic anatomical structures of the whole brain. We examined 
if MRI can work as a probe to estimate memory traces. We had rats trained a spatial memory task. We 
scanned the rat brains before and after the task session. We found change in MRI signals in the 
hippocampus after the task session. Notably, these changes predicted performance of the memory task 
after the 1-week interval. These results indicates that the change in MRI signals might be 
associated with remodeling of the neuronal circuits related with memory. 

研究分野：システム神経科学

キーワード： 記憶　神経可塑性　核磁気共鳴法
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研究成果の学術的意義や社会的意義
我々は、長期記憶の痕跡と関係したMRI変化を捉えた。今回の研究で開発した動物実験系を用いて、MRI変化と神
経回路の形態変化との関係性を調べる予定である。この研究成果は、記憶の痕跡を可視化するMRI技術に生物学
的根拠を与える次の研究の礎となる。当初の提案では、電磁気脳刺激の治療効果をMRI技術で捉える事を目的に
していた。神経可塑性は治療効果の下位基盤となる。今回の成果は提案当初の目的達成にも通じる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

核磁気共鳴(MRI)技術はヒト脳機能を調べるうえで必要不可欠な技術である。最大の利

点は全脳探索できる点である。記憶の形成過程で全脳回路を巻き込む。しかし、未だそ

の全容は明らかでない。ヒト実験系では、それを捉える技術は未だ提案されていない。

学習時の神経活動から関連領域を推定するに留まる。 

記憶形成には、神経回路の電気生理学的な可塑性変化(LTP?LTD)と共に回路構造のリ

モデリングが関与する。回路の微視的な形態構造変化で自由水分子の動きが制限もしく

は解除される。申請者は、LTP/LTDの誘導に連動した水拡散変化をMRI技術で観察し

た。 

記憶形成に伴う回路リモデリングでMRI変化が起こるか分かっていない。MRI変

化が神経可塑性変化と形態リモデリングの関係を検証する第一歩として、動物ラットを

用いて記憶と関係するMRI変化を同定する。 

２．研究の目的 

  空間学習の記憶形成に伴って海馬でMRI変化が起こるかを調べた。そのMRI変化が

記憶の成績と相関があるかを調べた、 

３．研究の方法 

ラット空間学習の記憶に海馬が関与する。ラットにバーンズ迷路学習を５日間行わ

せた。その前後で海馬組織の水拡散が変化するかを MRI で計測した。その変化が記憶

成績と相関するかを示し、水拡散変化が記憶と関係性を検証した。 

４．研究成果 

学習後、海馬組織で水拡散の上昇が認められた。CA1 領域に跨る部位に相当した。

その上昇度が高い個体ほど 1 週間後に評価した学習成績が優れていた。これは、海馬

の水拡散変化が記憶形成と関係することを示唆した。海馬 CA1 領域は、障害実験で記

憶形成に関与する部位として知られている。同部位では LTD が起こり、記憶形成を調

整する。今後、MRI 変化が LTD に伴う神経回路の微細構造変化と関係があるか、薬剤

阻害実験で明らかにする。薬剤阻害による微細構造変化を免疫組織学的に評価する。 
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